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〔第５4 回福岡県公民館大会開催地〕柳川市の公民館活動 多彩な顔ぶれ、だれもが生き生き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          
 

 
①花の苗植えで地域にうるおい          ②思い思いの感性で寄せ植え 

 
③軽快な動きで日ごろの活動成果を披露    ④世界 26 か国・128 人の外国人が熱弁 

 公民館の原点は世代や職種などを超えたさまざまな住民が自由に集う場であること。柳川市の公民館でも住民の多様な

ニーズと足並みをそろえ、各種の事業が展開されています。 
①の写真は市立三橋公民館の「ふれあい学校外活動」で、小学生たちが公共施設の花壇に花の苗植えをしている様子です。

児童たちは土曜日や夏休み期間を利用して、幅広い体験活動に取り組んでいます。②は市内の女性たちが自主的に学習内

容を検討して運営する成人学級「女性楽級（じょせいがっきゅう）」の模様です。この日は洋ランと観葉植物の寄せ植えに

挑戦しています。③は市立大和公民館の高齢者対象講座「寿大学（ことぶきだいがく）」の学習発表会で、生き生きとダン

スを披露する受講生たちです。向学心の輪は広がり続け、本年度で開講 36 年目を迎えます。④は同公民館で開催されてい

る「ハートフルスピーチコンテスト」の表彰式です。外国人は日本語で、日本人は英語で話すユニークな弁論大会で、昨

年末の第１６回大会までに世界２６か国から計１２８人の外国人と１４６人の日本人が出場しています。青少年育成、成

人学級、国際交流…。公民館活動のすそ野は広がるばかりです。 



福岡市鳥飼公民館 
鳥飼校区は世帯数 4600 の都心に近い閑静な住宅地で、社宅やマンションな

どの集合住宅の人口が 9 割を占めており、勤労世帯の多くは転勤のため３～４

年で校区を離れていきます。 
心のふるさと「鳥飼」 
鳥飼での日々が家族でいつまでも語りあえる思い出（心のふるさと）になれ

ばと、平成 14 年度からあそび隊「ゲンキッズ」が始まりました。 
小学３～６年の児童を対象に、手作りいかだでの樋井川下り、曲渕ダムから

鳥飼までの２０キロナイトハイク、餅つき、野外キャンプなど様々な活動を保

護者や大学生、地域の方々の協力を得て取り組んできました。 
「早寝早起き朝ごはん」の通学合宿 

平成 18 年度からキャンプに替わり公民館

から学校に通う3泊4日の通学合宿を実施し、

地域のお宅のもらい風呂や夜の小学校での肝

試しなど、これまで以上に校区に密着した活

動を行っています。 
テレビやゲームから離れた生活の中、お手

伝いや遊びに励む子どもたちからは、朝食から「おかわりください！」の声が

飛び交います。 
障がい児の家族との交流 
平成 19 年度から、同じ地域の子どもとして共

に育ちあおうと、障がいを持つ子どもたちの家族

とゲンキッズの家族との交流をはじめました。 
「動植物園」や「油山もーもーランド」への親子遠足やクリスマス会、3 月

にはバス 3 台を連ねてのいちご狩りなど、家

族ぐるみで楽しんでもらっています。 
公民館とこどもたち 
日々変化する地域課題に順応した事業を運

営し、子どもたちを見守り育てていくことが

公民館の使命と感じながら取り組んでいます。 
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くらて子ども学芸員事業について 
鞍手町中央公民館 

この事業は、公民館・子供会活動や資料館で活躍

している歴史ボランティアの協力を得て、小学６年

生を対象とした地域学習を、平成１９年度より行っ

ています。 
この事業には次のようなねらいと特徴があります。 

１．特  徴 
（１）「総合的学習の時間」等を利用して系統的に鞍

手の歴史やくらしを学びます。 
（２）学習内容は、各学校の地域の特色を重視した

もの、体験的な活動を多く取り入れています。 
 

（３）「くらて子ども学芸員」認定証の発行や、解説・案内ボランティア活動の実施など，学ん

だことの評価や活用を図ります。 
（４）歴史ボランティア等、地域の人々と交流を深めます。 

 
古月小学校６年生の子どもたちは、「縄文時代から昭和時  

代までの地域の歴史」をテーマとし、歴史ボランティアや  
地域の方の協力を得て、７回の学習を行いました。 
 
第１回から第４回まではクラス全体で各テーマに沿った地域の歴史について学習を行いました。 
第５回から第７回までは「縄文・弥生時代グループ」「古墳時代グループ」「江戸時代グループ」

「明治時代グループ」に分かれて、資料館を見学したり、古墳の大きさを測ったり、炭坑のあっ

た頃のようすを探索したり、江戸時代の街並みを尋ねて歩くなど、現地での学習を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．学習内容 
   児童が１学期から６回にわたって学んだことを、自分たちで整理し、まとめたことを学校

や資料館、教育事務所ロビーに展示しました。 
 
問い合わせ先：鞍手町中央公民館 TEL ０９４９－４２－７２００ FAX ０９４９－４２－０１４ 

土器焼きの様子 

古墳の見学 
火おこし体験 



「西の子土曜ジュク」 

久留米市・西国分校区まちづくり委員会 

 当西国分校区まちづくり委員会では学校・家庭・地域が一体となり地域(校区)の子ども

は地域(校区)で育てる仕組みづくりと子どもの笑顔あふれるまちづくりを目標に事業の展開

を図っている。 

★校区の概要 

当西国分校区は、久留米市の中心部に位置し校区の中心部を国道３号線が南北に走り国道

沿いには、国や県の出先機関、小・中・高・専門学校等・病院が点在している。また交通の

利便性や良好な自然環境、充実した教育・医療施設などから人口の増加がつづいている。 

・校区の世帯数＝約 6,750 世帯 ・校区の人口＝約 16,500 人 ・校区児童数＝約 1,050 名 
・校区のスポ－ツ少年団＝７クラブ  ・校区の子ども会育成会＝８団体 

 ★土曜ジュク活動内容 

 学校５日制に伴う地域対策として、校区青少年育成協議会を中心に校区内各団体の協力を

得て運営委員会を設立した。２ヶ月に１回運営委員会を開催しプログラムを検討し、西の子

土曜ジュクとして活動している。土曜日の午前中の校区コミュニティセンタ－は子どもたち

の歓声に包まれて子どもひろばに一変する。実施にあたっては青少年育成協議会・小学校・

ＰＴＡ・子ども育成会・女性の会・民児協等のボランティアに支えられて活動している。 

 ★今までの主なプログラム （アウトドア・歳事毎志向） 

・料理教室 …… クッキ－・ちまき・チヂミ・ギョウザ・三色だんご・団子汁 

・クラフト …… 折り紙・木工教室・バル－ンア－ト・切り絵 

・伝統行事 …… 正月遊び・節分・ひな祭り・七夕まつり・もちつき 

・野外活動 …… 一輪車教室・さかな釣り大会・グラウンドゴルフ・さつま芋植えと芋堀り 

・おもしろ科学 …… 身のまわりの素材を使った化学実験や実践コ－ナ 

・その他 …… 絵手紙教室・美術鑑賞(石橋美術館)・県青少年科学館 

 

連絡先：西国分校区コミュニティセンター 久留米市諏訪野町１５６２－１

TEL: ０９４２－３３－４５２９  FAX:０９４２－３３－１９２０

ちまきづくり おもしろ科学 



公民館と子どもたち 

上毛町 
 
上毛町子ども会育成連絡協議会では町内各単位子ども会、同育成会相互の連絡調整とその充実発

展を期し、心身ともに健康な子どもの育成を図ることを目的として様々な事業を展開しています。

今回はそのいくつかを紹介します。 
 
○なんでも体験まつり 
多くの子ども達が集まる貴重な機会をつくることにより、校区内外の子ども達の交流を促進し、

自分の興味のある体験をすることで、今後の学習意欲を掻き立てることを目的として開催しました。 
開催日：平成２０年７月６日（日） 
参加者：町内小学生 ５８名 
開催場所：げんきの杜（上毛町中央公民館） 
内容：①出前科学館（講師：県青少年科学館専門員） 

・サイエンスショー「空気は力もち」「超低温の世界」 
・実験工作「ホログラム万華鏡」「ストロー飛行機」 

②やってみようエコライフ（講師：北九州市環境ミュージアム 森本美鈴氏） 
・エコ紙芝居「ゴミラがやってきた」 
・プラスティック包装紙を使用したステンドグラス作り 

「出前科学館」では、子ども達は興味津々に液体窒素を使ったサイエンスショーを見たり、楽

しそうにホログラム万華鏡や円筒飛行機を作っていました。理科離れが指摘されている最近の子

ども達に、少しでも科学に関心をもってもらえる良い機会となりました。 
また、「やってみようエコライフ」ではエコに関する紙芝居などを通じて身近なことからできる

エコについて学びました。特にペットボトルのラベルやお菓子の袋を使ったステンドグラス作り

に子ども達は一生懸命取り組んでいました。これをきっかけに子ども達が小さなエコから実践し

てくれることを期待しています。 
 
○親子ふれあいクッキング 
親子での料理教室をとおして、親子のふれあいと正しい食習慣の確立を目指し、また、地元の安全・

安心な食材を利用し、地産地消の精神を育てることを目的として開催しました。 

開催日：平成２０年１２月１３日（土） 

対象者：町内小学生 親子２０組 ３２名 
開催場所：げんきの杜（上毛町中央公民館） 

 メニュー：「豆腐ハンバーグきのこクリームソースかけ」「サツマイモご飯」「ゴボウの和風サラ

ダ」「ブラマンジェのアラモード」「コーンスープ」 
食生活改善推進協議会の協力のもと、町内の小学生とその保護者が参加しました。子ども達は、

お父さんやお母さんと一生懸命、楽しそうに料理を作っていました。親子で力を合わせて料理を

作るという貴重で有意義な時間を過ごすことができました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
       出前科学館             やってみようエコライフ       親子ふれあいクッキング 

 
問い合わせ先：上毛町教育委員会 教務課 社会教育係 

                                  電話０９７９－７２－３１１１ 
                                  FAX０９７９－８４－８０２１ 



＜平成２１年度 県公連の活動＞

去る６月１９日開催された福岡県公民館連合会の評議員会において、平成２０年度の事業報告及び平成２１年

度の事業計画等が承認されました。

また、平成１４年度より７年間にわたり県公民館連合会会長、九州公民館連合会理事に就任されていました石

田宝蔵会長が、一身上の都合により退任されました。平成１７年度には、九州地区公民館研究大会福岡大会会長

としても、ご尽力いただき、当連合会の発展に寄与されました。心より感謝申し上げます。

つきましては、新会長には、社会教育に造詣の深い須惠町の中嶋裕史町長が選出されました。

なお、理事、専門部員の方は、各地区から選出されていますので併せて紹介します。

【会長・副会長】

役職名 氏 名 所属・職名

会 長 中嶋 裕史 須惠町長

副会長 正平 辰男 福岡県社会教育委員

副会長 室井 昭博 東峰村教育長

副会長 宮本 国雄 小竹町中央公民館長

【理事】

地区名 氏 名 所属・職名

北九州市 上原 浩二 北九州市教育委員会生涯学習課社会教育主事

福岡市 北崎 博三 福岡市公民館支援課長

（ ）福岡地区 市 部 磯部 輝美 宗像市市民活動推進課長 宗像市中央公民館長

北九州地区 町村部 宮本 國雄 小竹町中央公民館長

北筑後地区 市 部 高山 一美 久留米市文化観光部生涯学習推進課長

南筑後地区 町村部 大谷 広人 黒木町中央公民館長

筑豊地区 市 部 生永 健一 田川市教育委員会生涯学習課主任

京築地区 町村部 川寄 芳明 みやこ町豊津公民館長

専門部会 部 長 大野 泰志 鞍手町教育委員会教育課社会教育班長

【監事】

地区名 氏 名 所属・職名

筑豊地区（市部） 井手 洋史 飯塚市中央公民館長

福岡地区（町村部） 大庭 一成 二丈町福吉公民館長

【専門部員】

地区名 氏 名 所属・職名

北九州市 佐藤 八代江 北九州市生涯学習総合センター社会教育主事

福岡市 木下 勝範 福岡市市民局公民館支援課公民館係長

福岡地区 柴田 順 二丈町深江公民館長

北九州地区 大野 泰志 鞍手町教育委員会教育課社会教育班長

北筑後地区 佐藤 好英 うきは市浮羽公民館公民館主事

南筑後地区 田中 利光 柳川市教育委員会生涯学習課長

筑豊地区 神谷 美千代 桂川町教育委員会社会教育課係長

京築地区 田中 修 吉富町教育委員会教務課長補佐



＜本年度の主な事業＞

１ 専門部会

(1) 公民館大会、実戦交流会の企画・運営

(2) 公民館に関する資料等の収集及び提供

２ 研究・研修事業

(1) 第５４回 福岡県公民館大会

・期 日 平成２１年８月５日（水）

・会 場 柳川市民会館

・内 容 表彰、記念講演、説明、シンポジウム

(2) 公民館実践交流会

県内公民館関係者が一堂に会し、日頃からの実践を発表し、意見・資料・情報等の交換をとおして、これ

からの公民館の在り方を考える。

・期 日：平成２２年２月３日（水）

・会 場：県立社会教育総合センター

(3) 公民館地区別研修会

県内８地区で各地区の実態に応じ、主体的な企画による研修を行う。

ただし、研修の内容は、各地区の公民館関係者相互で、公民館を取り巻く状況等について理解を深めるも

のとする。

【対象地区】

北九州市、福岡市、福岡地区、北九州地区、北筑後地区、南筑後地区、筑豊地区、京築地区

(4) 第６０回九州地区公民館研究大会、社会教育法制定６０周年記念全国公民館研修大会への参加奨励

【第６０回九州地区公民館研究大会】

・期 日 平成２１年８月２７日（木）～２８日（金）

・主 会 場 大分県別府市 別府ビーコンプラザ・コンベンションホール

・分科会場 ７分科会

【社会教育法制定６０周年記念全国公民館研修大会】

・期 日 平成２１年１０月１５日（木）～１６日（金）

・主 会 場 東京都 東京国際フォーラム

(5) 公民館全国セミナー（全公連主催）への参加者の推薦

３ 情報・資料等の提供事業

＜ホームページによる情報提供＞

市町村の特色ある公民館活動や県公連の活動状況、実践交流会で発表された実践事例等をホームページに

掲載し、情報提供の充実に努める。

・公民館情報紙「ねっとわーく」

・福公連資料「公民館福岡」

・地区別研修会




